
JP 3167883 U 2011.5.19

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】寝返りをした時タオルケットが乱れることなく
保温性と吸湿性に優れたタオルケットを提供する。
【解決手段】タオルケット本体は、首周りの部分の二つ
折りパイル織部２と、表パイル裏ガーゼ織り胴体部３と
、パイル長をその他のパイル長より長く形成する足許部
７に続いて折り返し可能に平織り部５とし、タオルケッ
トの上下を左右両端に取り付けた紐４で敷布団を挟むこ
とで乱れを防ぐ。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　　首周りを二つ折りにしたパイル織り部と、表パイル裏ガーゼ織りに形成した胴体部と
、パイル長をその他の部分より長く形成した足許部を形成し、タオルケット本体の足許部
に続けて平織りにしてなる折返し平織り部を設け、その折返部分を敷布団に巻いて敷布団
の下に敷き込み、タオルケットの左右の端部に上下を結びつける紐を取り付け、左右両端
の紐を結んで敷布団を挟む事で就寝時、その乱れを防ぐ装備を施したことを特徴とするタ
オルケット。
【請求項２】
　　請求項1に記載のタオルケット本体の足許部は約４０センチメートルの幅のパイル長
をその他の部分のパイル長より長く織ることを特徴とする請求項１に記載のタオルケット
。
【請求項３】
　　請求項1に記載のタオルケット本体の胴体部は、裏にパイルを出さない表パイル裏ガ
ーゼ織りに形成することを特徴とする請求項１に記載のタオルケット。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、タオルケットに関わるものであり、詳しくはタオルケットは吸湿性と保温性
に優れ、冬は暖かく、夏は涼しい寝具として広く使用されている。
【背景技術】
【０００２】
　タオルケットには吸湿性と保温性の良い利点があるので、冬は防寒用として敷布団と掛
け布団の寝具の間に挟み使用され若しくは夏は吸湿性の良いしかも夏風邪を引かない適度
な保温性のあるタオルケットとして実用に供されている。
【０００３】
　しかし、実用のタオルケットは、柔らかく腰が無い為、就寝中乱れて安眠を得にくいと
いう欠点があった。具体的には、寝具の間に挟まれるタオルケットは就寝中の運動量によ
り使用する位置がずれる乱れにより、保温性や吸湿性を阻害する要因となるという問題が
あった。
【０００４】
　タオルケットを敷布団の上に掛け、掛け布団の間に挟んで寝具として使用しようとする
場合、就寝時の無意識の運動によりにタオルケットの使用する位置がずれる欠点は体温の
低下を招き安眠の妨げにもなる。
【０００５】
　特許文献１乃至４は、従来の掛け布団と毛布やタオルケットなどの掛け寝具の乱れを防
ぐことを目的とする留め具を備えるものである。
【特許文献１】実用新案登録第３０９５７５１号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１０７９９６号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１３１９６５号公報
【特許文献４】特開２００１－９５６６３号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　　解決しようとする問題点は、朝まで安心してぐっすり眠られる為、寝返りをした時タ
オルケットが就寝時、乱れないことが求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　　本考案は、上記課題を解決する為、首周りの部分には二つ折にしたパイル織り部と、
表パイル裏ガーゼ織りに形成した胴体部と、パイル長をその他の部分より長く形成した足
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許部を形成し、タオルケット本体において、前記足許部に続いて折返し可能になる平織り
部を形成し、首周りの部分には二つ折りにしたパイル織部を形成し、その他の胴体部は裏
にパイルを形成しない表パイル裏ガーゼ織り部を形成し、左右の両端部に紐を取り付けて
、タオルケットの足許部に続いて設けた平織り部を折り返し、上下を左右の紐を結んで敷
布団を挟むことで就寝時、その乱れを防ぐ装備を施したことを最も主要な特徴とする。
【０００８】
　　タオルケット本体の左右両端に取り付けている複数本の紐を互いに結ぶことでタオル
ケットの使用する位置がずれて乱れるのを防止し、寝返りを打っても、タオルケットを引
張ってもタオルケットは乱れることもなくなり、保温性、吸湿性に影響することがなく安
眠を促進する効果が生じる。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案のタオルケット本体には、パイル長をその他の部分より長く形成した足許部に続
けて折返し可能になる平織り部を形成し、首周りの部分には二つ折りにしたパイル織部を
形成し、その他の胴体部には裏にパイルを形成しない表パイル裏ガーゼ織り部を形成し、
左右の両端部に紐を取り付けて、平織り部を折り返して敷布団を巻いて左右両端部の紐を
結ぶことによって寝返りをした時タオルケットが乱れず、朝まで安心してぐっすり眠られ
る為、保温性と吸湿性に優れたタオルケットを提供できるという利点がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　　本考案のタオルケット本体は、足許部に続けて折り返し使用する平織り部とし、上下
を紐で敷布団を挟むことでずれを防ぐことを目的として、足許部に続けて形成する折返し
部は、平織りとしてパイルを出さない。首周りの部分は、肩が冷えないようにパイルを形
成し二つ折りパイル織部とする。その他の胴体部は足の爪でパイルを引っ掛けてタオルケ
ットを損傷しないように、裏にパイルを形成しない表パイル裏ガーゼ織りとする。又、タ
オルケットの左右の複数箇所に固定用の紐を取り付けて、左右の紐を結んで敷布団を挟む
ことで保温性と吸湿性を損なわずに、就寝時、その乱れを防ぐ装備を施したタオルケット
を実現した。
【実施例１】
【００１１】
　図１は、就寝時、その乱れを防ぐ装備を施したタオルケットの１実施例の平面図であっ
て、図２は使用方法を説明する斜視図である。符号について、１はタオルケット本体，２
は二つ折りパイル織り部、３は表パイル裏ガーゼ織りに形成する胴体部、４は紐，５は折
返し平織り部、６は敷布団、７はその他のパイル織部のパイル長より長めのパイル織を形
成してなる足許部である。
【００１２】
　　本考案の実施例を図１により説明すると、タオルケット本体１の足許部７に続いて折
返し平織り部５としてこれにはパイルを出さない。首周りの部分は、肩が冷えないように
パイルを形成し二つ折りにしたパイル織部２とする。
その他の胴体部３は足の爪でパイルを引っ掛けてタオルケットを損傷しないように、表パ
イル織り、裏にパイルを形成しない表パイル裏ガーゼ織りとする。又、タオルケットの左
右両端の複数箇所に固定用の紐４を取り付けて、左右の紐を結んで敷布団６を挟むことが
できるようにする。タオルケット本体１の足許部７に続けて形成した折返し平織り部５の
前の足許部において。約４０センチメートル幅のパイル長をその他のパイル織り部２のパ
イル長より約１．５倍長く形成して足許の保温性を良くするものである。
【００１３】
　又、図２は、タオルケットの折返し平織り部５で敷布団６を巻いて左右両端に取り付け
た複数本の紐４を互いに結び、タオルケットの乱れ防ぐ装備を説明するタオルケットの使
用状態図である。
即ち、タオルケット本体１の平織り部５で敷布団６を巻いて、敷布団の下に敷き込み、左
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右両端の紐４を適宜結ぶことにとって敷布団を挟むことで就寝時、タオルケットは乱れを
防止して保温性と吸湿性を持続できるようにした。
【００１４】
　タオルケットの首周り部分は、二つ折りにしたパイル織り部とし、保温性を維持し、胴
体部３には表パイル裏ガーゼ織り部を設けて爪の掛りを少なくし、吸湿性を持続する製織
方法を採用した。敷布団を平織り部５で巻いて紐を結び就寝時の寝返りによっても足許の
乱れも無くなり、保温性のあるタオルケットを提供できる。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
　タオルケット本体に、足許部に続いて折返し可能になる平織り部を形成し、首周りの部
分には二つ折りにしたパイル織部を形成し、その他の胴体部は裏にパイルを形成しない表
パイル裏ガーゼ織り部を形成し、左右の両端部に紐を取り付けて、敷布団を巻いて折り返
しできる平織り部を敷布団の下に折返し、左右両端部の紐を結ぶことによって、敷布団を
挟んで就寝中の寝返りを打っても乱れず、冬季にも、夏季にも適用できて保温性と吸湿性
の持続を可能したタオルケットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】就寝時、その乱れを防ぐ装備を施したタオルケットの実施方法を示した平面図で
ある。（実施例１）
【図２】就寝時、その乱れを防ぐ装備を施したタオルケットの使用方法を示した斜視図で
ある。（実施例１）
【符号の説明】
【００１７】
　１　　タオルケット本体
　２　　二つ折りパイル織部
　３　　表パイル裏ガーゼ織り胴体部
　４　　紐
　５　　折返し平織部
　６　　敷布団
　７　　足許部
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